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今年度要求のポイント

(単位　千円)

マスタープラン
３つの挑戦

子育て
マスタープラン

施策番号
3

その他一般施策

事業期間 　H　～　H　　

平成24年度決算額

14,862

1 局・課名 子ども青少年局　子ども育成課

27,77627,75625,803

事業内容

整理番号 14 - 032

乳児家庭全戸訪問事業
妊産婦・乳幼児等の保健指導事業（各区）

関連事業

事 業 名 妊産婦・乳幼児等の保健指導事業

区分

報償費

事 業 費

271

昭和20年代から妊産婦乳児の健康管理を行っている。
平成21年度からは妊娠届時の全数面接を開始。また、
乳児家庭全戸訪問事業により支援が必要な家庭を早期
から把握し、支援につなげている。平成25年4月から妊
婦・乳幼児のいる転入家庭に対して面接を実施。

妊娠期からの保健指導の継続実施。
地域や学校と連携した保健指導や健康教
育の継続実施。

【経過（～25年度）】 【26年度】

・訪問、電話、面接を通した保健指導（妊娠届け出時の保健師等による全数
  面接、乳幼児健診時の育児相談、子どもの歯相談室、保護者からの育児相
  談への対応や要支援者への支援など）
・集団指導（妊婦教室、離乳食講習会、乳幼児健診時の集団指導、パパの育
  児教室など）
・地域での仲間づくり（赤ちゃん広場、多胎児のサークルなど）
・「妊産婦にやさしい環境づくり」の一環として、マタニティマークの普及
　啓発
・虐待につながる望まない妊娠を予防するため、地域や学校と連携した思春
　期保健指導や健康教育

旅費

事業目的

756 歯科医師28千円×27人

内容・積算等25年度予算

756

役務費（通信運搬費、保険料）

主な要求内容 （単位：千円）

報酬

育児教室会場借上

委託料

280

需用費（消耗品費、印刷製本費等） 7,983

使用料及び賃借料

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

妊娠期から支援の必要な家庭を早期に把握し、適切な保健指導を引き続き継続する。
子育てしやすい環境づくりのため、パパの育児教室、妊婦教室等を継続して実施する。
妊婦や子どもの年齢に応じた適切な情報提供や健康教育を継続する。
虐待につながる望まない妊娠を予防するため、地域や学校と連携した思春期保健指導や健
康教育を拡充する。

母子健康手帳、乳幼児歯科疾患予防事業薬剤等

320 母子保健主管課長会議等旅費

14,634 新生児訪問助産師、子育て支援事業等

2,500 育児教室運営費等

8,101

思春期保健対策事業用骨盤モデル等備品購入費

546 557 新生児訪問指導助産師連絡

事業の継続実施

【今後（27年度～）】

その他　特記事項

事業費に各区役所合計要求額  1463千円を含む

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 27,77627,756

妊娠期から適切な保健指導を行い、妊産婦や乳幼児の健康を保持増進
する。

項目

290

114 120 母と子の歯のコンクール参加負担金等

434 508

負担金

2,500


